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1/60 02標準桁 600N/㎡  9尺

▼G.L

W：躯体柱芯々本図は下記を表す。 A：柱芯～屋根端部 H：G.L～前枠下端

L、L#：柱の中心間距離・平面図・正面図： ※1：507.5以下 かつ (WR/4)-92.5以下 HR：前枠下端～垂木掛け上端

WR：屋根幅 ※2：144＜A＜316　は Hmax：G.L～垂木掛け上端

P：垂木ピッチ 　呼樋施工不可（別途ジャバラ必要） HN：G.L～垂木掛け下端

屋根

形状
D DR

中桟

本数
2.5間

HR
標準柱

HR
標準柱

HR
標準柱

Hmax HN Hmax HN Hmax HN

9尺 2670 2760 603.2 3103.2 3035.7 628.2 3128.2 3060.7 628.2 3128.2 3060.7 2

9尺 2670 2765 748.6 3248.6 3181.1 773.6 3273.6 3206.1 773.6 3273.6 3206.1 2

※中桟本数：垂木1ピッチ当りの本数

※ロング柱の場合は+500mm
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【単棟】 【連棟】

・側面図：9尺 Ｆタイプ・Ｒタイプ

W(単棟)=P×n1

【Ｆタイプ】
【Ｒタイプ】

間口

■出幅・高さ
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Daisen ㈱大仙　

単棟・連棟

Ｄ：出幅

DR：屋根出幅

Ｒタイプ

単棟

※連棟の高さは間口1～2間と同じ

1.0間

2.0間

3.0間

3.5間(1.5+2.0)

4間(2.0+2.0)

1.0~2.0間 3.0間

　[単棟]600N/㎡ 2.0間9尺 Ｆタイプ

　[連棟]600N/㎡ 3.5間（1.5間+2.0間）9尺 Ｆタイプ　

ソレイド　テラス


